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１．はじめに
　੩Ԭ県漁業協同組合੨૖年෦連合会（Ҏ下、県

漁੨連）は、県಺の漁業を୲うए手・中ݎ漁業者

で組৫され、会員૬ޓの連携を深めるとともに、

漁業技術の向上や資源管理、さらには次ੈ୅への

食育活動などを通じて、活力ある漁ଜࣾ会をのܗ

成を目指して活動している。

く環境は、海水温上昇にר漁業者を取り、ࡏݱ　

よる磯焼けや記࿥的なෆ漁、資ࡐ価֨の高ಅな

ど、୯に魚を獲るだけではཱち行かない状況であ

る。੓෎は「海業（うみ͗ΐう）」をਪ進し、஍

Ҭの水産資源や漁ଜ஍Ҭを多֯的に利活用するこ

とで、水産෺の消費増進や交流促進など、஍Ҭの

水産業を活性化するࡦࢪが行われている。

　本研修会は、こうした情੎下で漁業者が海業に

どう向き合い、いかに主ମとなって携わるべきか

を学Ϳべく、海業の理࿦的ઐ໳Ոと、ݱ場で多֯

的な漁協ܦӦを࣮ફした講師をটᡈし、開催した。

２．研修会の概要
　本研修会は、令和̔年̍月 2� 日に੩Ԭ中ԝビ

ル 5階大会議室で開催された。主なࢀ加者は県

漁੨連会員漁協の漁業者、漁協職員、行੓職員で

あり、総੎ 25 名がௌ講した。東海大学海洋学෦

水産学科ཥ准教授および魚௡漁業協同組合ᖛॅ୅

ද理ࣄ組合長をおটきし、「海業のਪ進について」

と題し、ཥ准教授からは海業を成ޭさせるための

と、ए手漁業者が持つべきマインドڌ૝的根ࢥ

セットについて、ᖛॅ組合長からは漁協合ซに伴

う産஍ࢢ場の౷合と৽ࢢ場ݐઃをൽ੾りに୯なる

手数ྉビδωスからの୤٫を目指した多֯的な取

り組みについて、ご講演いただいた。講演後には

意見交換や質ٙԠ౴が行われた。

３．講演の概要
　ཥ准教授からは、海業を୯なる観ޫビδωスで

はなく、漁ଜのଘଓのためのӦみであるとޠられ

た。

・日本漁業を「ਰୀ」と断じる൱定的なݴ葉の൙

ཞが、ص上の࿦理をਖ਼当化させてしまうةうさ

を指ఠ。漁業者は自らのࣄ࢓の価஋にތりを持

ち、主ମ性を手放してはならない。

学者シϡーマッϋーが提এした「ਓ間中心ࡁܦ・

のࡁܦ学」をҾ用し、効率性だけを追いٻめる

ӦܦਓݸӦやܦ大資本の࿦理ではなく、Ո଒ڊ

にدりఴう日本の沿岸漁業こそが、ಓಙとਓ間

性をอてる理૝的なϞσルである「スϞール・

イζ・ビϡーςィフル」だと説いた。小さなܦ
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Ӧのू合ମがॊೈな౔୆となる。

へ。一「ܶت有஍のڞ」から「有஍の൵ܶڞ」・

般に「ڞ有資源は放ஔすればׇރする」とݴわ

れるが、漁協という強力なコミϡニςィによる

資源管理のྺ࢙がある。ڞ同ମが資源をकり、

活用していく࢟は、「ڞ有஍のܶت」ともݺべ

る成ޭ例であり海業はこの強ݻなコミϡニςィ

をج൫にする。

・4%(T がܝげる「海の๛かさをकろう（水໘下

の資源อޢ）」をୡ成するためには、水໘下の

魚だけでなく、「水໘上の生໋（漁業者とその

Ո଒、஍Ҭ）」がෆՄܽである。

　ᖛॅ組合長からは、۩ମ的な࣮ફ例にͮجき、

組৫を動かすઓུがޠられた。

・「଴ち」から「߈め」のൢചࣄ業へ変ֵする。

魚価低໎がଓく中、ൢചࣄ業を強化し、୯なる

手数ྉビδωスから୤٫しようとしたことが出

発点となった。

・「海のӺ」をڌ点としたコミϡニςィܗ成：直

ച所「海のӺ�᥮ؾ࿖」や移動ൢചंが、୯な

る魚հ類のൢചだけでなく、஍Ҭのڌ点として

の機能を発شしている。஍Ҭॅ民が利用してく

れることで、漁業への理ղをܗ成している。

・一漁協の࿮を௒えた海藻養৩のڞ同ࣄ業化や、

大学・高ߍと連携したブランσィングをਪ進。

ए手漁業者が֎෦のઐ໳Ոと対等に౉り合い、

৽しい価஋を૑଄できる౔୆を࡞り上げた。

　両ࢯの講演にڞ通する理念は、良いあり方を生

み出すために議࿦することの大੾さである。海業

とは、֎෦資本にґଘした開発ではなく、漁業者

が自ら見出し、஍Ҭ・組৫の力をआりてܗにして

いくことが必要である。

４．謝辞
　ご多忙の中、有意義なご講演をࣀりましたཥ准

教授、ならびにᖛॅ組合長には、心より感謝申し

上げます。

08_豊かな海づくり推進協会コーナー3_「海業の推進について」の研修会.indd   28 2026/03/10   18:20




